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   The acid phosphatase in prostatic hypertrophywhich is closely connected with the 
prostate gland was examined histochemically by the method of Takamatsu-Ozawa-Izaki 
about 10 cases of them. 
   The results of the acid  phoSphatase r action in them were followings  :  -
1) In the glandular tissues, it was all positive in their epithels and it showed a tendency 
of diminution in their degenerated, atrophied and flattened epithels and at last it grew 
negative. 
2) In the interstitial tissues, it was generally negative and also in the interstitial hyper-
plasia. 
3) The capillary blood vessels showed in general the negative reaction. 
4) About the influences of hormone therapy, their histological changes and the decrease 
of this reaction were only noticed. 
5) About the differences between the alkaline phosphatase and the acid phosphatase, the 
interesting findings which their was opposed entirely were noticed and so the differences 
of their functional significances were supposed. 
6) The above findings coincided nearly with the biochemical quantitative stimation results 
of the prostatic acid phosphatase and that enzyme in urine or blood serum.
1緒 言
酸 性 フォスファターゼ(以 下 「酸 フ」 と略
記)が 前立腺 と密 接な る関連を有す る ことは夙
に明かに され た ところであ り,前 立腺 に於ては
「酸 フ」 はアル ヵ リ性Phosphataseよりも作
用が強 く(Bamann1934),その組 織に は他 の
如何なる臓器 よ りも 「酸 フ」 を多量 に含有 して
お り(Sullivan,E。.B.GutmanandA.B.
Gutman1942),叉尿申 の 「酸 フ」 は殆 ん ど前
立腺 に由来 す ると老え られて いる(Ktttscher,
W6rner,Wolberg1935-1936,出来1950,落
合1952,宮崎1955).一方 「酸 フ」 の組織化学
的証 明法 が考 案せ られ て(Gomori1941)該酵
素 は前 立 腺上 皮 に含 まれてい る ことが判 明 し
た.
以来,前 立 腺疾患に於け る 「酸 フ」 の消長
が研究 されて きたが就 中,前 立腺肥大症が性 ホ
ル モン失 調に よつて発生 し殊 に女性 ホルモ ンが






















・脱水,2日 聞に新液 と交換すること数回,そ の後 キ
シロ・一ルを経て軟パラフィソに包埋,5～10μの切片




bationする.そ の後 水洗して3%硫 化 ソーダ液を通
し,ヘ マ トキシリyにより核染色後,脱 水,透 徹,
Balsam封入する.





〔註〕 尚,前 記基質混合液内の β一グリセロ燐酸 ソ
ーダの代 りに蒸溜水を入れたものを用い,そ の後同様
に処理したものを対照とする.そ の他,ヘ マ トキシリ
ソ ・エオジソ染色及びワyギーソγ染色叉はマロリー
染色等を施 したものを参照する.




は,正 常前立腺に於ては,腺 上皮は通常強 く反応を示

















症例3.組 織学的には,一 部 腺 腔の拡張した部分
もあるが一般に腺自身には変化少 く,間質の線維の増
殖が目立っ混合型肥大である.「 酸 フ」 反応は,腺
上皮は尚正常の如く陽性を保つているものが多いが,
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女 性 ホル モ ソ3ケ 月
テ ス トビ ロ ン'デポ10回
(一)
(一)
オパ ホル モ ソ 10回
プ ロ ギ ノソデ ポ10mg10回
病理組織学的診断
正 常
混 合 型 肥 大
混 合 型 肥 大
混 合 型 肥 大
混 合 型 肥 大
腺 管 性 肥 大
腺 管 性 肥 大
腺 管 性 肥 大
腺 管 性 肥 大
混 合 型 肥 大

















いるが,そ の変性 ・萎縮 の程度にしたがつて次
第に減弱して強度に扁平化 したもの,剥離脱落
































一般には正 常 時 と略々同様なる所 見である;
「酸フ」反応は間質が増殖肥大 しても街陰性で
ありDean,Woodard,Fishmann等の定量的










る実験で観察 してお り,叉 尿中叉は血 清 申の
「酸フ」が低値を示しているものが多いと述べ
ている.著者の検索症例 中3例 が女性ホルモン
投 与を受 けているが,1例 はプロギノンデポ
100mg2例はその単位が不明であり,且過去
に不規則に受けている為に確実な結論を下すこ


















質に於け る反応は,ア ルヵ リ性Phosphatase
がその増殖肥大せる線維筋層に増強して来るの





以上の所 見・か ら自らアルヵ リ性Phosphatase






















は街正常の如 く反応す るが,腺 上皮の変性,萎
縮,扁平化に伴つて漸次減弱し終には陰性化す
る.








認められ,そ の機能的意義の相 違が想 像 され
る.
6)以上の所見,検 索成績は諸家の 「酸 フ」
の前立腺組織の生化学的定量成績ともよく一致
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附 図 説 明
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